
関西電力株式会社

大飯発電所第 4号機

使用前検査成績書

要 領書番 号 :原管 P収第 1305158号 99

成績書管理番号 :01

神 χ年 ど 月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社大飯発電所第 4号機

2検査申請 検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自分騨ク年ど月z夕 日

至袴覇静″ 年ど月2だ 日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果 襟査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管チ里番号 :01



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 55号 (平成 25年 5月 15日 )

関原発第 200号 (平成 25年 8月 14日 )

関原発第 190号 (平成 28年 7月 6日 )

関原発第 602号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 523号 (2022年 1月 18H)

闊 謀 筵 翡 ,メ πtt r″θ22斉 f月 ど
'a)

成績善管理番号 :01

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :Ol

時

特記事項

「Jt

検査立会責任者

てヽX々が7ンむン主任技術者

原子力検査官

疾 本 値

づが整?ノk♪彰争

検査結果

投

検査年月日

令和 7年
ご月をゼロ



添付資料 1

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :01

検査年月日 :′錫薄 χ 年  ど 月 之χ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ―

検査 をす る工事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 ① ―

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 ○ ―

財



.添 付資料 2-1

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

品質管理の方法等に関する検査
成績書管理番号 :01

検査年月日 :琴
境控 貶 年 ど 月 zχ 日

検 査 場 所 :関 西電力株式会社大飯発電所

検査前確認事項

備 考

検査結果

投
本検査は、化学体積制御設備配管修繕工事に係る検査であ り、品質管理の方

法等 に関す る事項に従い行われて いることを確認 した。

確認事項 結 果

法令、規格、工事計画、申請者の規程

類、申請者の品質記録及びエビデンス

が準備されていること。

⑧―

検査

結果判定基準

工事及び検査に係 る保安活動が、認可 した工事計画に定め られた品質管

理の方法等 に関する事項に従って行われていること。

総
合
所
見

品
質
管
理
の
方
法
等

に
関
す
る
所
見

1品 質保証の実施に係る組織

工事及び検査 に係る必要な人的資源、インフラス トラクチ ャー及び作業

環境が確保 され、申請者部門間及び供給者 との間の責任及び権限が規程類

によ り明確 にされていることを確認 した。

設計部門 と各部署の連携及び体 制の構築等が規程類 によ り明確 にされて

いることを確認 した。

供給者の選定や管理が規程類に従 って行われていることを確認 した。

2保 安活動の計画

工事及び検査に係る業務の計画 として、要求事項及び プロセスが規定類

によ り明確 にされていることを確認 した。

供給者 (調 達物品や役務 を含む。)の 管理方法が規程類に定められている

ことを確認 した。

す



工事計画対象設備 に係 る検査の計画にお いて、抜 けな く確認するための

手段及び方法を規程類に定め、実施 されていることを確認 した。

3保 安活動の実施

保安活動が設計及び検査計画に従つて行われ ることが、規定 され、実施 さ

れていることを確認 した。

4保 安活動の評価

調達物品や役務、原子炉施設が要求事項に適合 していることを実証する

ためのプロセスが明確にされ、評価することが規程類に定められているこ

とを確認 した。

不通合が発生 した場合の処置、供給者か ら申請者への報告についても規

程類に定められ、実施されていることを確認 した。

5保 安活動の改善

予防処置又は不適合に対する是正処置 を通 じて、品質管理の方法等の継

続的改善が規程類に定め られていることを確認 した。

備  考

ど



添付 資料 2-2

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

品質管理の方法等に関する検査
成績書管理番号 :01

検査年月 日 :者濱壼 セ年  5 月 2χ 日

検 査 場 所 :関 西電力株式会社大飯発電所

使用前検査において確認 した関連文書一覧表

関連文書の名称等 備 考

1品 質保証の実施に係 る組織

・原子力発電の安全に係 る品質保証規程

・監視機器・測定機器管理通達

・ 教育・訓練通達

・検査・試験通達

“原子力部 F写 における調達管理通達

・原子力部門における文書・ 記録管理通達

・施設管理通達

・ 要員・ 組織計画通達

・教育・訓練要網

。原子力発電所保修業務要網

・原子力部門にお ける調達管理要綱

・請負会社他品質監査業務要網

。文書 。記録管理要網

。原子力発電所請負工事一般仕様書に関する要網指針

。大飯発電所 監視機器・ 測定機器および計量器管理所則

・ 大飯発電所 保修業務所則

。大飯発電所 保修業務所則指針

・ 大飯発電所 文書・ 記録管理所達

・ 職責権限規程    
・

・原子力事業本部の職制を定める通達

。大飯発電所 使用前事業者検査実施所則

2保 安活動の計画

・原子力発電の安全に係る品質保証規程

。検査 。試験通達

フ



。原子力部門にお ける調達管理通達

・原子力部 F号 における文書・記録管理通達

・ 内部コミュニケー ション通達

・ 品質 目標通達

・施設管理通達

・不適合管理および是正処置通達

・ 原子力発電業務要綱

・原子力発電所保修業務要細

・ 原子力部門における調達管理要綱

・ 品質保証会議運営要網

・ 品質 目標管理要綱

。文書・記録管理要綱

・不適合管理および是正処置要網

。大飯発電所 監視機器・測定機器および計量器管理所則

・大飯発電所 技術業務所則

。大飯発電所 保修業務所則

・大飯発電所 品質マネジメン トシステムに係る発電所 レビ

ュー他運営所達

。大飯発電所 文書・ 記録管理所達

。大飯発電所 品質マネジメン トシステムに係る不適合管理

および是正処置所達

◆大飯発電所 使用前事業者検査実施所則

3保 安活動の実施

・ 原子力部門における調達管理通達

・ 原子力部 F月 における文書・記録管理通達

・ 内部 コミュニケー ション通達

・原子力発電業務要綱

・ 原子力発電所保修業務要綱

。原子力部門における調達管理要綱

。請負会社他品質監査業務要綱

。文書・ 記録管理要網

・ 原子力発電所請負工事一般仕様書に関する要網指針

・ 原子力発電所保修業務要綱指針

。大飯発電所 監視機器 。測定機器および計量器管理所則

。大飯発電所 技術業務所則

歩



。大飯発電所 定期検査工程管理所則

。大飯発電所 保修業務所則

。大飯発電所 品質マネジメン トシステムに係る発電所 レビ

ュー他運営所達

。大飯発電所 文書・ 記録管理所達

・原子力発電所 設備変更管理要綱指針

・大飯発電所 使用前事業者検査実施所則

4保 安活動の評価

・データ分析通達

`検査・試験通達

。原子力部門にお ける調達管理通達

・不適合管理および是正処置通達

。データ分析要綱

・原子力部門にお ける調達管理要網

・請負会社他品質監査業務要綱

・ 不適合管理および是正処置要綱

。原子力発電所請負工事一般仕様書に関する要綱指針

。大飯発電所 保修業務所則

。大飯発電所 品質マネジメン トシステムに係る発電所 レビ

ュー他運営所達

・大飯発電所 品質マネジメン トシステムに係る不適合管理

および是正処置所達

。大飯発電所 使用前事業者検査実施所則

5保 安活動の改善

・データ分析通達

・不適合管理および是正処置通達       .
・未然防止処置通達

。原子力発電業務要綱

・データ分析要綱

・ 不適合管理および是正処置要綱

。大飯発電所 品質マネジメントシステムに係 る発電所 レビ

ュー他運営所達

・大飯発電所 品質マネジメン トシステムに係る不適合管理

および是正処置所達

姓



関西電力株式会社

大飯発電所第 4号機

使用前検査成績書

要領 書番 号  :原管 P収第 1305153号 99

成績書管理番号 :02

今静 宝年 ∫月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社大飯発電所第 4号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 占令酔留年す月ゼィロ

至今浄  々年fす 月2ご
‐日

4検査場所    使用諦検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :02



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 55号 (平成 25年 5月 15日 )

関原発第 200号 (平成 25年 8月 14日 )

関原発第 190号 (平成 28年 7月 6日 )

関原発第 602号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 523号 (2022年 1月 18日 )

成績書管理番号 :02

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査中請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果=覧表

成績書管理番号 :02

Φ

特記事項

丁づt

検査立会責任者

ボ
｀
ムη/ヽ ▼/びン主任技術者

原子力検査官

写野 上み

彰 永 彰

検査結果

我

検査年月日

令和  /年
√月jr日



添付資料 1

関西電力株式会社大飯発電所第4号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :02

検査年月日:彿 κ 年 ∫ 角
蛋卜

日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧・―

検 査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ

とき

記録確認 ⑧・一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 0・ 一

ぞ



関西電力株式会社大飯発電所第 4号機

(一号検査)

添付資料 8-l

使用前検査記録

成績書管理番号 :02

検査年月日:彿 ,堂 年 す 月 之比 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q―
必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・〇

ま



関西電力株式会社大飯発電所第 4号機

(一号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :02

検査年月日 :冷和 γ年 す 月 2∫ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Θ・一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q・ 一

系統構成が完了していること。
υ
記録確認 O・ ―

ど



添付資料 3-2

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :02

検査年月日 :舎帝 党 年 す 月以  日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統設備

化学体積制御設備

主配管  別添 1参照の大線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

災
目視

備考

・
露号窪霞趣鍵藝曇肇属撞§ぼ曇昂巨唇:ゞ[Eと

yで二蜜写::写評写
(※ )による。

7



関西電力株式会社大飯発電所第 4号機

(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :02

検査年月日 :今津 て 年 、声 月 2∫ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統設備

化学体積制御設備

主配管  別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

組立て及び据付け状態を昨認す

る検査

耐屋検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

衰
⑭

記録確認

備考

。日視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

ρ



ノ

添付資料 3-3

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

(一号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :02

検査年月日:神 驚年 ∫ 月クす日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉冷却系統設備

化学体積制御設備

主配管

外観検査

組立て及び据付け状態を

確認する検査

及

目視
※1

耐圧検査

漏えい検査
別添 3参照 史

備考

※11別添 2の範囲について確認

ア



添付資料 3-4

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :02

検査年月日 : ゼ 年 月をす 日

校正年月日

有効期限
備考管理番号 測定範囲 測定精度検査項目 検査用計器

(正 )±1.6%F,S
夕,彦ZⅢ ;r./貿

2つ彦、夕,'/なρP2む
0～ 16 MPa

耐圧検査

漏えい検査
圧力計

(副 )±1.6%Fo S
2,22.;Ft′留

2,22.夕 .dノ
圧力計 ノθ∂∂2貶

0～ 16貯 a
耐圧検査

漏えい検査

―以下余自一

/0



設 備 概 要

工事計画本文 (20130125商第1号 原管P収第130125001号 (平成25年 4月 10日認0)
2,原子炉冷却系統設備 (加圧水型原子力発電設備)

2.8 化鍋 晰軸 に係る次の事項

(7) 及

ミ

2

∽
／
⑮
／
一
G5)I SUS3161P

StS31C測田P

∽／
∽／
一・∽

(4.0)

/
徹0)

/

∽／
∽／
一

郎 3(141P

制欝041P

/
ω 51
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/
14.0)

変 更 前 変 更 後

最醐

圧  力

(kg/cm2)

最高使用

温  度

④

外 径 厚 さ 材  料
,最高使用 1最高使用

外  径 厚  さ 材 料
名 駒ミ 名 称 1圧  力

i     lMPa)

|        (D

温  度

(℃)(ml (mml lmm) (■m)

変更なし

化

学

体

積

侑1

御

設

備

Q51 (3.51 醐 P

格納容器貫通部
(貫通部番号 226)

変

更

な

し

46 2(10 変更なし 45 麒 まし

非再生冷却器
変更なし

棘 し
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⑬
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変
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徹 1)  徹 Ol
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温  度
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格納蓉器貫通部
(貫通部番号226)
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変更なし

変更なし4,5変更なし

変

更

な

し

SUSF304

Q51

醐
ｍ／
一／
ｍ
ｍ

(60,5)

化

学

体

積

制

御

設

備

SUSF304

SUS304TP
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耐圧検査、漏えい検査要領図

第2-2四 十
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確認結果

及

備考

※ 1:最高使用圧力×1.5(4.5MPa× 1.5=6,75MPa)以 上

水圧、気圧

区分

水圧

漏えい検査圧カ

(MPa)※
l

/、 ア
'

保持時間

(分 )

//

耐圧検査圧力

(MPa)※
1

ど止姓

最高使用圧カ

(MPa)

4. 5

検査対象

格納容器貫通部

(貫通部番号 226)

非再生冷却器

ジ14V―CS-004A、

弁 4V― CS-004B及び

弁 4V―CS-004C

格納容器買通部

(貫通部番号 226)

】
琴
頭
か　
∞



関西電力株式会社

大飯発電所第 4号機

使用前検査成績書

要 領 書番 号  :原管 P収第 1305153号 99

成績書管理番号 103

今米VT年 る月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社大飯発電所第4号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 白 葉▼諄蓼年ど犀0日

至 項渤静千年ど月じ日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 i03



検査申請書番号

(中請年月日)

関原発第 5

関原発第 2

関原発第 1

関原発第 6

関原発第 5

関原発第 1

5号 (平成 25年 5月 15

00号 (平成 25年 8月 1

90号 (平成 28年 7月 6

02号 (2020年 3月 2

23号 (2022年 1月 1

18号 (2022年 5月 8

日)

4日 )

日)

4日 )

8日 )

0日 )

成績書管理番号 :03

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

之



検査結果一覧表

成績書管理番号 :03

毎

特記事項

な し

検査立会責任者

示ス狗/‐ リアゲン 主任技術者

原子力検査官

幾守 T争 入

号相 血移ヽ

検査結果

ヽ

史

検査年月日

令和 T年
芯 月 さ 日



添付資料 1

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 103

検査年月日 :静 子年  ど 月 S日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事 の工

程、期日及び場所が中

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認

子



添付資料 3-1

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

(五号検査)

成績書管理番号 :03

検査年月日 :/移律 7年  ど 月  じ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・○

系統構成が完了していること。
記録確認

∫



添付資料 3-2

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

(五号検査)

成績書管理番号 :03

検査年月日:ィ
器笹士年  ど 月 じ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統設備

化学体積制御設備

主配管  別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

機能 ◆性能検査

(通水検査)

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に道合するもので

あること。

ヽ

免
記録確認

備考

・ 目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

ど



添付資料 3-3

関西電力株式会社大飯発電所第 4号機 使用前検査記録

(五号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :03

検査年月日 :介々 子年  ど 月 d日

検 査 場 所 :関西電力株式会社大飯発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉冷却系統設備

化学体積制御設備

主配管

機能・性能検査

(通水検査)

う

滝

目視
※1

以下余白

備考

※1:別添 2の範囲について確認

ク



設 備 概 要

工事計画本文 (20130125商第1号 原管P収第 130125001号 (平成25年 4月 10日認司 )

2。 原子炉冷却系統郡明

'(力

匝D鸞期原r力発電翻励

2.8 化学体積制御設備に係る次の事項

(7)釣配管の名称(最高使用圧力、 さ

馬
1

2

∽
／
⑮
／
一
(3.51   駅思31dP

&lS3161P

∽／
∽／
一　
∽

変更なし

変更なし

変更なし 4.5 1変更なし

削凱涎IP

脚 T

SUS3()4TP

変

更

な

し

(a5)

ｍ
／
⑩
／
一

ω 5)

∽／
∽／
一

徹0
/
徹 0)

Q0
/

189,1)

変 更 日IJ 変 更

1最高使用

後

最高使用

圧  カ

(kg/cm2)

最
~闘

吏用

温  度
外 径 厚 さ 材 料

最翻
外 径 厚 さ 材 料

名 称 名 称 圧  力 1温  度

⑬ (■ml (14■l (MPa) ⑬ (配nl (mm)

変更なし

化

学

体

積

鮨1

御

設

備

格納溶器貫通部
(貫通部番号226)
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更変
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し
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度

最翻

温力

最嗣

圧称名

(、IDal l に )
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!厚  さ
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最高使用

温  度

(℃l
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変

称名
材  料

1非再生冷却器

最高使用

圧  力

(kg/cm2)

格納容器貫通部
(貫通部番号226)
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